
































































































































 第4童 総 譜
 組織化学的にホルモγ動態を観察する事は極めて囲難であり,この種の論文は殆んど見られない
 がP筆潔ま妊獣を使用して大量のホルモγを静注する方法を考按し,これによって妊獣の生体内ホ
 ルモン代謝を組織化学的に観察する方法樹磯宜しえたものと思う.
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審査 結果 要
旨
 投与堪れたホルモγの生体内動態を組織化学的に検討した論文は未だ発表されてい旋い・筆者は
 ホルモンの組織化学的検出を可能友らしめるために,第一にステロイドホルモンの溶媒に就て種々
 検討し,40%c重hyエureaと40%ethyluretha皿の等容混合液が適当であることを発見
 した,次に,AshbeietSeUgman法で染色した時に検出ざれる物質が確実にケトステ瞠
 イドであることに就ての予備輿験を行っている.
 以上の華奢独自の方法により,妊娠マウスにProgesteroue5鰐,愈e鑓osterone
 5鰐又はes謄one5鰐を尾静脈より注射し,各臓器に於けるホルモγ分布を検索した、その
 成績を要約するとヲ
 1)胎盤では静注後50～45分でジγ千チウム細胞に最も顕著に現われるカ㍉胎児側血管及び
 胎児臓器にはホルモγを証明ざれなかった.この事実はア従来の胎盤は体外から投与されたホルモ
 ンを通過させると言う見解に訂正を促すものである.即ち,胎盤は却・体に1投与されたホルモンを通
 過するカ㍉それは或一廻量までで,ホルモンが過量の場合には寧ろ胎盤はホルモン通過を鷹止して,
 、過量ホルモyから胎児を保護する役目を果しているものであることを示している.
 2)投与後5e～45分で脂肪組織のホルモン量は最高となり96日分以後には証膀畠来ぬ位に
 減少する.
 5)乳腺組織では∫その排泄管腔内に45～60分で最も多く証明され,その後,急速に減少す
 る.
モ
 4)督では,細尿管主部に投与直後に最高とな外その後,急速に減少する.
 5)肝ではestrOneの時だけ,投与直後は小葉周辺部に認められ}時間の経過と共に減少す
 る,
 6)卵巣では,30～45分後に,間質結合織に著朋に認められ7その後減少する、
 このような所見並1て結果は全ぐ著者独自のものである.
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